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土木工事共通仕様書【農業農村整備編】の制定について（平成 23 年 3 月 14 日農村第 2125 号農林水産部長通知）一部改正新旧対照表 
 

改正後 現行 

土木工事共通仕様書 

目 次 

第１編 共 通 編 

第１章 総 則 

第１節 総 則 

１－１－１～１－１－23［略］ 

１－１－24 特定建設資材の分別解体等及び再資源化等の適正な措置 

‥‥ 14 

１－１－25～１－１－52［略］ 

第２章 材料～第３章 施工共通事項［略］ 

第２編 工事別編［略］ 

 

――以下 本文―― 

第１節 総 則  

１－１－１～１－１－22［略］ 

１－１－23 建設副産物                        

１．～４．［略］ 

５．再生資源利用計画 

受注者は、コンクリート、コンクリート及び鉄から成る建設資材、木

材、アスファルト混合物等を工事現場に搬入する場合には、法令に基づ

き、再生資源利用計画を作成し、施工計画書に含め監督職員に提出しな

土木工事共通仕様書 
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１－１－24 特定建設資材の分別解体等及び再資源化等の適正な措置 
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１－１－25～１－１－52［略］ 

第２章 材料～第３章 施工共通事項［略］ 

第２編 工事別編［略］ 

 

――以下 本文―― 

第１節 総 則  

１－１－１～１－１－22［略］ 

１－１－23 建設副産物                        

１．～４．［略］ 

５．再生資源利用計画 

受注者は、土砂、砕石又は加熱アスファルト混合物を工事現場に搬入す

る場合、再生資源利用計画を作成し、施工計画書に含め監督職員に提出

しなければならない。 
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ければならない。 

６．［略］ 

７．実施書の提出 

受注者は、再生資源利用計画及び再生資源利用促進計画を作成した場

合、工事完了後速やかに実施状況を記録した「再生資源利用実施書」及

び「再生資源利用促進実施書」を監督職員に提出しなければならない。 

８．建設副産物情報交換システム 

コンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊、建設発生木材、建

設汚泥または建設混合廃棄物を搬入または搬出する場合には、施工計画

作成時、工事完了時に必要な情報を建設副産物情報交換システムに入力

するものとする。また、建設副産物実態調査（センサス）についても、

対象となる建設副産物の品目について、データを入力し調査票を監督職

員へ提出すること。なお、出力した調査票は「再生資源利用実施書」及

び「再生資源利用促進実施書」の提出に代わるものとする。なお、これ

によりがたい場合には、監督職員と協議しなければならない。 

１－１－24～１－１－57［略］                  

第２章～第20 章 [略] 

参考１～参考２［略］ 

 

６．［略］ 

７．実施書の提出 

受注者は、再生資源利用計画及び再生資源利用促進計画を作成した場

合、工事完了後速やかに実施状況を記録し、監督職員に提出しなければ

ならない。 

［新設］ 
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